
いと思った。」「今までは教職＝ブラックというイメ

ージが強かったが，教育実習を通して子どもの成長

に携わる仕事はすてきだと思った。大学院進学予定

なので，しっかりと将来を考えたい。」の意見があ

った。

．教育実習の今後の課題

 
教職課程履修学生を対象としたアンケート調査

結果から，教育実習を通して約 4割の学生は教職キ
ャリア意識が変わったこと，教育実習で成功体験や

やりがい，楽しさといったプラス面を感じた学生は

教職への意欲が高まり，失敗体験や自己効力感を失

う体験から自信喪失した学生は，教職への意欲は低

下した。「教職入門」から積み上げてきた教職キャ

リア形成を，「教育実習」という最終段階で，さら

に積み上げていくにはどのようにしたらよいのだ

ろうか。 
教員の働き方改革の推進も重要であるが，「『令和

の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修

等の在り方について」において中央教育審議会 5）

は，具体的方策の一つとして教育実習等の見直しに

ついて言及している。全ての学生が一律に教職課程

の終盤に教育実習を履修する形式ではなく，それぞ

れの学生の状況に応じた，柔軟な履修形式の提案で

ある。具体的には，短期集中型の従来の履修スタイ

ルに加え，通年で決まった曜日等に実施する教育実

習，早い段階から「学校体験活動」を経験し，教育

実習の一部と代替する方法，異なる学年の学生が同

時に参加する形を取ることで，上級生がメンターと

しての役割を担うようにする等の工夫により，教職

科目と学校現場の教育実践を相互に関連付けなが

ら，学生が学びを深める取組方法を検討すべきとし

ている。教職課程履修学生を対象としたアンケート

調査結果からも，このような機会の充実や，教育実

習の時期・実施方法の見直しにより，学生の教職キ

ャリア意識は高められるのではないかと思われる。

しかしながら，それに付随し，学校現場・大学の負

担増も懸念される。今後の課題として，学校現場と

大学の一層の連携・協働が求められる。 
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地学実験の実験指導における地球科学分野の探求について

岩﨑 直也＊・清水 敏文＊＊

Exploring the Earth Science Field in Experimental Guidance

for Geoscience Experiments

IWASAKI Naoya＊，SHIMIZU Toshifumi＊＊

キーワード：地学実験，地学，教職科目，フィールドワーク

１．はじめに

応用化学科の夏期集中講義に配当されている「地

学実験」は，器材を用いた実験とフィールドワーク

による現地観察が盛り込まれており，学科の化学系

実験科目群とは大きく性格が異なる内容になって

いる．また，中学校一種の理科教員免許の取得にあ

たり必修科目であるため，理科教員免許の取得を目

指す学生諸君にとっては，化学系実験科目群と共に

重要な科目となっている．一方，化学系の実験科目

群に比べると，座学の講義時間は少なく，地学実験

で行われる数々の実習内容を理解するために，講師

陣による多くの工夫が盛り込まれている．そして，

各専門分野を背景とする教員によるオムニバス形

式の実習となっており，ユニークかつ豪華な内容と

なっている．そこで本稿では，教職科目における実

験指導として地学実験の内容と，講師陣による指導

上の工夫について述べる．

２．指導の達成目標

地球分野，惑星分野，宇宙分野を知るための観測，

観察，実験および解析には，関連する広範な知識と，

地球惑星宇宙科学（地学）分野に特有な技術が時に

必要となることがある．そこで，これらの基本的な

事柄について，高等学校までの「理科」で扱われる

地球惑星宇宙科学（地学）の内容をより深く理解で

きるようになるため，地学実験では．地球科学分野

の「気象」「地質」「天文」の三分野から実験と演習

を組み合わせた内容しており，実習内容を通して

「基礎的な観測・観察・実験・演習を幅広く経験し，

その特有な方法を知り，用いる機器を適切に使用す

ることができる」人材の育成を指導の達成目標とし

ている．

３．実験の指導内容

実験指導は，地球科学分野の「気象」「地質」「天

文」の三分野から，地学関連の知識が少ない学生に

合わせて，それぞれ選りすぐった内容となっており，

実験と講義を織り交ぜながら進められている．

３．１ 気象分野

気象分野の実習は，「大気海洋学に関する準備・

観測・実験・演習」として取り組みを行っている．

主な実験内容は，百葉箱による温度計測実験，大気

海洋学に関する観測として流体の動きの観察実験，
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天気予報のプレゼンテーションとなっている． 
百葉箱による温度計測実験 

かつて小中学校の校庭内に見られた百葉箱を，牛

乳パックから作成して気温計測器とし，温度計の校

正をはじめ測定の精度検証を行っている．百葉箱の

仕様は，気象観測の手引きに従い，観測時に日射か

らの影響を排除する工夫や，百葉箱内に自然な通風

が生じる様に側面に鎧戸を設けるなど，実際の百葉

箱に準じつつ，観測者（作成者）による「独自性の

高い」個性的なものになっている．一方，牛乳パッ

クからの百葉箱の作成は「身近なものから観測機器

を作り出す」ことが体験ができるので，物づくりの

面白さや難しさと理科教育がふれあう大切な取り

組みと考えられる．温度計測は，東京千住キャンパ

ス内各所にて行い，風通しの良い各号館のルーフガ

ーデンや 2号館ランニングコース，日中厳しい照り
返しのある 2 号館エントランスや 4 号館のポケッ
トパーク周辺，各号館をつなぐ渡り廊下など，様々

な場所と条件下から得られた結果より，気温分布や

観測条件をまとめて，実習グループ毎に結果発表を

行っている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．自作した百葉箱を用いた温度計測実験の様子 

 
流体の動きの観察と考察 

地球大気環境の実験実習として，実験水槽を用い

た様々な前線の動態再現を行い，前線の仕組みを理

解する．実験水槽を用いた前線モデル 1)は，温暖前

線，寒冷前線，停滞前線，閉塞前線等であり，これ

らの前線は異なる絵具で着色した水溶液を，水槽内

に設けた仕切り板で分け隔て，仕切り板の操作によ

り混合する水溶液の様子から，前線における海水の

動きを考察する．また，水溶液の温度を変えること

により「暖かい空気」と「冷たい空気」をモデル化

して，同じく混合の様子から前線で生じている空気

の動きとして観察する．最近の実習では，受講生自

身の工夫により，混合の様子を動画撮影し，実験後

に動画を用いた検討や考察が行われている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．前線モデルの実験の様子 

 
天気予報プレゼンテーション 

毎日耳にする天気予報は，気象予報士が観測デー

タを基に数値シミュレーションを行い，その結果か

ら作成した天気図を用いて，天気予報を作成・報告

している．そこで，過去の観測データと経験測に基

づき「とある日」の天気予報を作成し，作成した天

気予報のプレゼンテーション実習を行っている．こ

こでは，①限られた時間の中で事実に基づいた天気

予報をわかりやすく簡潔に伝える，②ニーズに合っ

た適切な情報を提示し，聞き手の心に積極的に働き

かける，③聞き手の心を引き付ける効果的なプレゼ

ンテーションスキルを身に着ける，等のこれらを要

求事項としている．低学年次の受講生もいることか

ら，発表資料の作成方法についても順序立てて指導

を行っている．公演後は質疑応答と講評を行う． 
３．２ 地質分野

地質現象には日常生活と比較して非常に大きな

時間的・空間的スケールで成立しているものが多く，

地質分野の実習には，現地調査（巡検）実習が必要

不可欠である． 
実験内容の一部として，地形図の判読，岩石の特

徴とその成り立ち，クリノメーターの使い方と地層

の傾き，段丘地形の特徴と成因などのテーマについ

て講義・実習を行っている． 

地形図の判読 

地形図にある等高線を読みとり，河川による浸食

が地形にもたらす影響や，山地における尾根と谷を

読みとるなど，起伏に富んだ地形について理解を深

める実習を行っている．さらに断面図を作成し，地

図や地形図だけではわからない平坦面や急斜面の

ような場所を理解する取り組みも行っている．また，

市販の弁当のふたに用いられている透明なプラス

チック容器に，標高毎の等高線を書き写し，これを

数枚重ねた立体模型を作成している． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．富士山を例に作成した立体模型 

 

岩石の特徴とその成り立ち 

岩石に関する実習では，分類からはじまり，岩石

標本を用いた観察，現地実習における河川敷や地層

断面にみられる現物観察，偏光顕微鏡を用いた薄片

標本の観察など，幅広く取り扱っている． 
現地実習では，河川敷に並んだ岩石の向きなどか

ら，川の流れによって運ばれてきた様子などについ

て指導が行われる．また，標本採取を行い分類した

のち，岩石ハンマーを用いて石を砕いて，石の風化

や浸食の影響，鮮度のある断面などを観察する． 
段丘地形の特徴と成因 

河川の蛇行と浸食による影響により，国内には起

伏に富んだ地形が多く見られる．実習では，平坦面

や急斜面のような場所について，現地に出向く屋外

調査「巡検」を行い，実際の地層の様子や段丘地形

の特徴などを観察する．現地で行われる巡検実習で

は，出向く場所によって様々な解説と観察が行われ

る．また，ハンドレベルを用いた標高計測実習や，

クリノメーターを用いた計測実習とルートマップ

作成，上述の岩石実習など多様である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．河川敷で集めた礫（れき）を分類 

 

北千住の地形と自然災害 

最近の台風による影響は甚大である．東京千住キ

ャンパス周辺域は海抜が低いため，万一河川の氾濫

が生じるとその影響は計り知れない．そのため，地

形と自然災害の関連について，東京千住キャンパス

周辺の地形と津波のハザードマップ，さらに東京低

地から周辺台地に到る地形の形成について，講義と

実習が行われている． 

図 5．旭町商店街にある想定浸水表記 

３．３ 天文分野

天文分野の実習は，①天文学の基礎的な観測・観

察・実験・演習を幅広く経験し，天体望遠鏡や星座

早見を適切に使用することができる，②最前線の宇

宙科学研究に関して，自らの興味に基づいて研究内

容を探求し，その研究内容について自らの考えを述

べることができる，③太陽や惑星，星について，観

測・観察をもとに科学的に討議して，自らの考えを

述べることができる，等を達成目標として，講義と

実習を行っている．実習に当たり，指導員からは事

前資料 2)が配付され，実験日当日までに予備知識を

付けるよう指導している． 
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て指導が行われる．また，標本採取を行い分類した

のち，岩石ハンマーを用いて石を砕いて，石の風化

や浸食の影響，鮮度のある断面などを観察する． 
段丘地形の特徴と成因 

河川の蛇行と浸食による影響により，国内には起

伏に富んだ地形が多く見られる．実習では，平坦面

や急斜面のような場所について，現地に出向く屋外

調査「巡検」を行い，実際の地層の様子や段丘地形

の特徴などを観察する．現地で行われる巡検実習で

は，出向く場所によって様々な解説と観察が行われ

る．また，ハンドレベルを用いた標高計測実習や，

クリノメーターを用いた計測実習とルートマップ

作成，上述の岩石実習など多様である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．河川敷で集めた礫（れき）を分類 

 

北千住の地形と自然災害 

最近の台風による影響は甚大である．東京千住キ

ャンパス周辺域は海抜が低いため，万一河川の氾濫

が生じるとその影響は計り知れない．そのため，地

形と自然災害の関連について，東京千住キャンパス

周辺の地形と津波のハザードマップ，さらに東京低

地から周辺台地に到る地形の形成について，講義と

実習が行われている． 

図 5．旭町商店街にある想定浸水表記 

３．３ 天文分野

天文分野の実習は，①天文学の基礎的な観測・観

察・実験・演習を幅広く経験し，天体望遠鏡や星座

早見を適切に使用することができる，②最前線の宇

宙科学研究に関して，自らの興味に基づいて研究内

容を探求し，その研究内容について自らの考えを述

べることができる，③太陽や惑星，星について，観

測・観察をもとに科学的に討議して，自らの考えを

述べることができる，等を達成目標として，講義と

実習を行っている．実習に当たり，指導員からは事

前資料 2)が配付され，実験日当日までに予備知識を

付けるよう指導している． 
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天体望遠鏡の仕組みと使い方 

天体望遠鏡を用いた実習は，望遠鏡の仕組みの理

解に始まり，実際に組立を行い，日中の太陽黒点観

測と，夜空の恒星と惑星の観測を行っている．組立

の際には，望遠鏡を構成する部品を手に取りながら，

仕組みの理解と接続部位の確認を指導する． 
組み上がると，観測のための準備として，ファイ

ンダーと鏡筒の調整を行った後，最初の観測実習と

して，実習日当日の太陽黒点観測を行う．黒点観測

は，1600 年代にガリレオガリレイが天体望遠鏡を
発明して以来，400年を超えて記録が残されている．
よって，観測日当日の結果だけではなく，これまで

の観測結果を含めた結果の考察が必要になる．実習

では，黒点観測は投影板に備えた観測用紙へのスケ

ッチにより行われ，スケッチ後に黒点の分類 3)や太

陽面の経緯度なども調べる． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6．太陽の黒点観察実験の様子 

 
観測実習と並行して，望遠鏡操作の使用マニュア

ル作成を課題としている．このマニュアル作成は，

将来教員として生徒への指導を行うことを考慮し

て，「生徒視線から見てわかり易い」マニュアルで

あること，日中の操作，夜間の操作を想定し，さら

にオリジナリティーを含めた内容になることなど

を要求事項としている．実際の操作体験無くして作

成することは不可能である． 
最前線の宇宙科学研究の探求 

日本の宇宙開発の歴史について，JAXA相模原キ
ャンパスに設置されている宇宙化学探査交流棟の

展示室見学や，JAXA の「日本の宇宙開発の歴史」
のサイトを利用して，日本の宇宙開発の経緯を知り，

最新の研究開発の成果について学ぶ機会としてい

る．また，受講生毎に興味ある分野を選択してもら

い，その分野について調べ，自らの考えや感想を含

めた資料を作成し，PowerPointによる成果発表会
を行っている． 
天体望遠鏡による月・惑星や星の観測 

夜空の天体観測実習では，実習を行う準備として，

星座早見盤を用いた季節毎の天体の配置に関する

知識や，夜間の観測時における注意点について指導

する．先の天体望遠鏡の使用マニュアル作成と同様

に，星座早見盤についても，生徒視線から見てわか

り易い「星座早見盤の使い方」について，マニュア

ル作成を課題としている． 
実際の夜空の観望では，これまでに木星や土星，

火星，夏の大三角形と二重星などをはじめ，その

時々で観測可能な天体を観望している．特に，木星

とその衛星群，土星の輪が見えた際には，受講生か

らも驚きの声が上がっている．これらは非日常の体

験であり，将来この感動を理科教員として生徒達に

伝えてほしいと願うばかりである． 
 
４．終わりに

応用化学科の夏期集中講義「地学実験」で行って

いる実験実習の一部を述べてきたが，実際の実験内

容は豊富である．化学科目を専門とする学生への他

分野科目の指導は容易ではなく，座学時間が少ない

点を，実験実習と共に講義を行うなど，指導を担当

頂く先生方の工夫と努力があふれている．受講学生

にとっては，各専門分野を背景とする教員による指

導は，貴重な機会に恵まれていると思われる．地学

実験のみならず，多くの化学系実験，そして卒業研

究を通じて多くの経験と発見，気付きを積み重ね，

将来教壇に立ち若き学生諸君への指導にあたって

欲しく思う．この場を借りて，地学実験の指導を担

当頂いている先生方に深く感謝申し上げる． 
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原初性漂う歴史民俗フィールドの頸城野 
―新潟県上越地方― 

 

石 塚 正 英＊ 
 

Kubikino（The Joetsu region of Niigata Prefecture） 

―a historical and folklore field with a sense of primitiveness― 
 

 
ISHIZUKA Masahide＊ 

 
キキーーワワーードド：先史文化，文化の 2 類型，儀礼，自然 

 
１．藤塚山塚列に分け入って 
 

四半世紀以前から、歴史民俗学上のわが仮説はこ

うである。先史文化とそれ以後の文明文化は類型を

異にしている。その基準の一つは神観念にある。先

史における神々は物質的ないし動植物的であり、自

然的である。それに対して文明の神々は霊的であり

不可視的であり、超自然的である。先史人は神々を

動かして共に仕事をするが、文明人は神々を敬い宥

めつつ加護を求める。私の研究テーマは、先史と文

明の端境期を特徴づける文化に集中してきた。その

テーマに関連する有意義なフィールドとして、上越

市三和区に残る藤塚山列塚遺跡がある。 
2023 年 5 月 14 日午後、上越市三和区藤塚山の

山林中に正体不明の饅頭型土塊 約 10 基（資料によ

ると総数 52 基）に遭遇した。藤塚山から錦山、本

郷山へと縦断するように数十基が一直線に並び、と

ころどころで右側数メートルの幅をあけてもう一

列が並ぶ。現在は杉（植林）や雑木に覆われている。

測量の結果、平均的な塚は以下のとおり。直径 5～
6 メートル、高さ 1.2～1.5 メートル。連続する塚の

間隔は 6～8 メートル。 

 
参考資料の「藤塚山の塚」（市村重雄編『美守史

話』美守公民館、1956 年）によると、発掘の結果

遺物は発見されていない。縦列形式の目的・用途と

しては、古代の防塁でなく、私有地が発達した平安

時代以降の境界線か、あるいはまた近くに大間城が

あるので旗塚か、と幾つか可能性が記されている。

今回の調査の限りで考察すると、連続する塚に一定

の間隔が設けられているので、塚群は土塁のような

防御線ではない。遺物が出土していないので古墳で

はない。軍旗を立てて陣形を模したかどうか、それ

も定かではない。三和区は緩やかな山地である。私

としては、縄文弥生時代に存在した集落間の儀礼的

境界線かとも想像する。藤塚山には、尾根伝いに縦

列の遺構が残っている。魑魅魍魎の出没する峠や尾

根ならば、境界地帯を設けるには相応しい。境界と

いっても、隣接する集落間の狭隘ではない。原生林

や山野、河川など、自然によって一定程度隔てられ

ているところの只中ということである。 
三和村史編さん委員会編集『三和村史 資料編』

（2002 年刊）「第 1 章 古代・中世」の項に、「藤塚

山塚群・前山塚群」「錦山塚群」としてそれぞれ関

連記述が掲載されている。必要箇所を引用する。「調
＊理工学部情報システムデザイン学系非常勤講師 Part-time Lecturer, Division of Information System Design, School of Science and Engineering 
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